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＜連絡事項＞

栄養より、食器を洗う作業などの時間の都合がある為、レストランに入る時間を厳守してほしいとの事です。レストラン誘導の際、注意するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・小泉　康政様～ご家族が明日日赤病院受診します。写真を持っていきます。

・久保　清美様～サンコバ点眼液がなくなりますので、8/15安ヶ平Dr.より処方をもらうようにしてください。

・上田　尚弘様～昨日から今朝にかけて断続的なてんかん発作みられています。

　　　　　　　　本日、主治医（田名部Dr.）指示にて頭部CT・脳波の検査実施しています。

　　　　　　　　また診察にて、本日夕からヒダントール・デパケンR（抗てんかん剤）4日分追加処方となっています。今後てんかん発作あった際は、けいれんが続くようであれば主治医へコール。終了していれば様子観察の継続指示出ています。

　　　　　　　　8/18（月）外出（歯科受診の為）の件について、明日以降様子をみて許可となるか主治医が検討する事を本人・ご家族（電話にて）共に伝えています。

　　　　　　　　様子観察必要な為、27号室→31号室へ部屋移動しています（それに伴い山田隆雄様が31号室→27号室へ移動となっています）。

・菊地　明子様～8/15（金）青山荘見学について、末政SWが付き添うことが出来なくなった為、病棟スタッフが付き添うことになります。その際、実習生も同伴するとの事です。

・大久保　敏彦様～本日14:00ご家族（兄様）付き添いにて、外泊より帰院されています。危険物の持ち込みなし。半袖・下着・タバコ・その他嗜好品を持ってきています。兄様より、外泊中の様子について「外泊中はタバコを我慢する事ができていた為、徐々に減らしていけたら」と話されています。

　　　　　　　　帰院後は疲労感等なく経過しています。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

現在４名の方が自己服薬管理を行っています。

・出河　攻様・大橋　照子様・山田　隆雄様　

上記３名の方は服用忘れやセット間違い無く出来ており、引き続き行えるよう適宜介入していきましょう。

・松川　順子様

　１日分ずつの自己服薬管理を始めて、１週間以上経過し現在のところ問題なく行なう事出来ています。本日、主治医（川端Dr.）より１週間分での自己管理の許可出ていますので来週よりステップアップする事となります。

＜作業療法報告＞

・三浦　るみ子様～8/13東病棟患者様（和田　昌様）と口論になったことについて、不満を話していることあったとの事です。

　　　　　　　　作業内容については、小林　満様と会話している事多いが１日の課題は出来ているそうです。引き続き、注意力・集中力を維持できるよう介入していくとの事です。

・山下　拓也様～「東病棟のササキカナコちゃんがいたずらするって聞える」と幻聴の訴えあったとの情報提供ありました。訴え多く集中できない様子あるとの事です。現在は塗り絵を行っていますが、スタッフが側にいると集中して行なう事出来ている為、介入要しているそうです。

＜川端Dr.診察＞

・三浦　るみ子様～胃痛について、食前・食後関係なくあると話され、ムコスタ（消化性潰瘍用剤）７日分追加処方となっています。8/15（金）からの外泊について「犬の事だけが心配」と話しています。主治医より昼寝は30分以内にするようにと本人へ説明しています。

　　　　　　　　外泊より帰院しない事があれば、ご家族へ来院して頂き残薬を持たせて退院。飲酒して帰院した際は隔離室との指示あります。また、その際にご家族から主治医へ相談の希望があれば8/19（火）となる事を伝えてください（川端Dr.8/18休みの為）。外泊中・また帰院時何かあれば主治医へ電話連絡しても良いとの事です。

　　　　　　　　「ワープロの練習がしたい」との事で、ノートパソコンの持ち込み許可となっています。

・松川　順子様～時折、調子を崩してしまう事・クラクラするような、それに似た症状がある事を訴えられています。クラクラする事については慣れていくしかなく、適宜休むよう主治医より説明しています。上記した通り、自己服薬管理について１週間分へステップアップの許可出ています。

　　　　　　　　診察時、排尿については「出ています」と話していますが、排尿困難の訴えがあった際は腹部の触診をするようにとの事です。

・山下　拓也様～作業療法士より情報あった幻聴については、やはり「ある」と話されています。減薬後も夜間の睡眠取れていること情報提供しています。本人より日中の睡意もないと話されています。臨時薬13日分継続処方となり、以後定期となります。

・山田　典子様～診察時「お腹が減る」と話されています。体重増加につながる為、夜間の間食は控えるように主治医より説明あり本人も了承されています。

